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Abstract 

In 1980 and 1981, nine Ii即日 of multi-channel seismic reflection survey were carried out by the 

Hydrographic Department of Japan, in the Nankai, Suruga and Sagami Troughs bordering the northern 

subducting margin of the Philippine Sea Plate. Data were obtained by R/V Kaiyo-Maru of the Japan 

Pe仕oleumExploration Co., and processed in terms of the following methods; deconvolution, velocity 

analysis, 24 fold stacking, time migration, and depth conversion. Subduction of oceanic crust of the 

Philippin巴 SeaPlate beneath the Japanese Islands is clearly recognized on the migrated depth sections. 

The subducting oceanic crust is pursu巴dfor at least 30 km landward from th巴 axisof the Nankai 

Trough with the inclination of 3° 5: On the landward slopεof the Nankai Trough, distinctly 

imbricated sediment bodies with many thrust faults wer巴 found. In the Suruga Trough, the basement 

forming the Izu Peninsula is traced b巴neaththe Trough and western slope of it for about 8 km with 

an inclination of 7° 23: In the Sagami Trough the basement forming th巴 IzuPeninsula is recognized 
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beneath the Trough to the Misaki Knoll located on the eastern slope of the Trough, with an inclination 

of about 10'. 

Key word: Multi channel seismic reflection survey. 

Nankai Trough; Suruga Trough; Sagami Trough; Subduction of the ocean crust. 

1.はじめに

東海・南関東地域では， 1923年の関東地震の例を挙げるまでもなく，これまで幾たびかの大地震にみまわれて

きた．また，数年前には，駿河湾て‘巨大地震の発生の可能性が指摘され（石橋， 1976a），社会的に大きな反響を

よび，地震予知の実現をめざす各絡の調査が活発になってきた．ここで報告する調査はこれら調資・研究の一つ

であり，科学技術振興調軽費による「フィリピン海フ。レート北端部の地震テクトニクスに関する総合研究」の一

部として行われた「マルチチャンネル反射法による海底地殻構造調査」である．海上作業，資料処理が終了し，

現在，解析が進められているが，ここではこれら作業によって得られた7ルチチャンネル反射法音波探査断面図

から明らかとなった事項について記述するとともに若干の考察を行った．

2.対象海域の地形と地質の概観

対象とする東海・紀伊半島沖には，南海トラフとこれに続く駿河トラフという深い出地が，潮岬i£11から駿河湾

奥部まで認められる（第1図）．この地域の地形・地質をみると， 3つの区域に区分できる．

一つは熊野灘沖であり， トラフが水深4,200 4 ,600mでWSW-ENEにのび， トラフ海m1Jには王子坦な四国海主主

が広がっている． トラフのすぐ控i別には，幅約30kmの起伏に富む地帯がある．これは，岩槻 (1970）がridgeand 

trough zoneとよんだトラフと平行にのびる高まりと問地が交互している特異な地形である．この起伏地僚のi護

側には，外i開!Ji毎嶺（outerridge）とよばれる高まりをへだて，極めて平坦な熊野トラフがある．熊野トラフは，

大！塗斜面の途中にあるi深海平均面で，外fmli毎嶺でダムアップされた厚い堆積層で充填されている堆積盆地である

（佐藤及び茂木， 1975; Inoue, 1978). 

二つめは，遠州灘のi中に当たる南海トラフの北東端付近て1 トラフは水深3,500-4, 200mと浅くなり， トラフ
せにす

軸は SWNEに方向を変える． トラフの海側には， トラフとの比高が2,000m以上lこも達する銭泌i海嶺が， トラフ

と平行に横たわっている． トラフの陸測には，熊野灘）1pと向様の ridgeand trough zoneがあり，高まりと l1!lj也

の方向はトラフののびの方向に平行している．その陸側には，｛氏いj毎主主とその問を海底谷があり， ridge and 

trough zoneの自己JI］を百ししている。

三つめは，南海トラフ北東端から NNE方向に続く駿河トラフ部分である． トラフ底は著しく狭くなり，南海

トラフではトラフ底平盟部が幅12-30kmあるのに対し，駿河トラフでは 5km以下となる．駿河トラフは，西の御

前埼，東の伊豆半島rnuの急な大陸斜面にはさまれて，駿i可j考の奥深くまで続いている。

一方，伊豆半島を隔てた相撲灘には，駿河湾と同じような問地相撲トラフ があり，小間原沖から南東方向

にのび，大島の北を通り，遠く日本海溝まで達している．相撲滋付近の相撲トラフは，幅約20kmと，この部分だ

け広くなっており，西lま伊fI半島i別，東l土三浦半島rnuの大陵斜面によって境されている．

杉村（1972）は，この海域に南のフィリビン海プレートと北のユーラシアプレートとの境界があり，ちょうど

南海・駿i可・相様トラフがその境であるとした．フィリピン海フ。レートは，ユーラシアプレートに対し，北西に

水王子移動し（中村及び島崎， 1981），各トラフでフィリピン海プレートがユ ラシアプレートのでに沈み込み，プ
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Figure 1 Bathymetric chart of the Nankai, Suruga and Sagami Troughs and multi-channel reflection 

seismic survey lines. Contour interval lOOm. DI: Daio Saki, HM: Hamamatsu, HT: Hatizyo 

Sima, IC: Iro Canyon, IR: Iro Saki, IS: Izu Spur, IZ: Izu Peninsula, IU: Kii P巴ninsula,KO: 

Kozu Sima, KS: Kanesu-no-Se, KT:Kumano Trough, MI: Miura Peninsula, MK: Misaki 

Knoll, MY: Miyake Sima, NI: Nii Sima, NT: Nankai Trough, OM: Omaezaki, OS: 0 Sima 

OZ: Omaezaki Spur, SA: Sagami Trough, SB: Sikoku Basin, SI: Sizuoka, SO：・ Sionomisaki,

ST: Suruga Trough, TE: Tenryu Canyon, ZE: Zenisu, ZR: Zenisu Ridge. 
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レートの境界の最北端は伊豆半島の北を回りここでは衝突しているとした 青木 (1980）は，南海トラフから北

方へ傾斜する深発地震面をとらえ，また，茂木及び桜井 (1980）は，駿河湾において，大陸棚外縁水深が静岡jP,lj

に比べ伊豆半島側が深いことを確かめ，いずれも沈み込みを示唆するものと考えた．また，村内 (1982）は，ソ

ノブイを用いた地殻構造探査を駿河湾内で実施し， Pj皮の地層内伝搬速度から沈み込み構造をとらえた．しかし，

駿河湾内のマルチチャンネル反射法音波探査では，沈み込みを示すような反射函の傾き下がり機造はとらえられ

なかった（桜井及び茂木， 1980）.このほか，石橋 (1976b）は，地震時の地殻変動などから，伊豆半島周辺での

プレートの境界は，伊豆東方線とよばれる（岡山， 1968）南海トラフの延長が伊豆半島の東岸沖を北上する地形

様造線（第 1rmでは，石廊海底谷から伊豆半島と大島の問を通る深み）に転化しつつあるという考え方を提案し

fこ

3.調査の目的と方法

(1) 目的と概要

この調査は，フィリピン海プレートとユーラシアプレートの境界と考えられている南海・駿河・相模トラフ

を横切る涼lj線において， 7ルチチャンネル反射法音波探査を実施し，プレートの沈み込み遂重力を反映した海底

地殻構造を解明することを白的とする．とりわけ，日本海溝（桜井ほか＇ 1981；玉野ほか， 1981など）や南海

トラフ西部（玉野Fほか， 1981）で明らかとなったような，海洋フ。レートが沈み込む様子を，この海域でとらえ

られるかが重要なテーマであった。

調査は， 1980年から始められ， 1980年にはA-C ifirj線の海上作業と資料一次処理（第2図のフローチャート

では24重合断頭図作成までの処理）， 1981年には A～ C調lj線の資料二次処理と D～ I測線の資料一次，二次処

理を行い，全mrJ＊患の最終成果である音波探査断面図が完成した．調査は地質調査所の協力を得て，水路部監督

の下，石油資源開発株式会社が実施した。調査結果の一部は，地震予知連絡会報（海上保安庁水路部及び地質

調査所， 1981；同， 1982a；同， 1982b），茂木ほか（1981, 1982）ですでに発表されている。

(2) 調査i射線

調査湖lj線は，第 1図に示すA～ Iの9i!¥IJ線計675kmて日あり，各il¥IJ＃泉の河端の位置は次のとおりである。

A iRIJ＊泉 34°54.3’N, 139°12.4’E 35°4.6’N, 139°35.0’E 

B iWH泉 34°27.4’N, 137。43.0’E 34°26. 9’N, 139°4.4’E 

Cボlj＊家 34°13.7'N, 137°30.3’E 34°9 .1’N, 138°35. 4’E 

Di!¥IJ線 34°8.2’N, 138°17.7’E 34。0.2’N, 138°38.3’E 

E illリt泉 34白6.7’N, 138°2.3’E 33°35 .6’N, 138°33.6’E 

Fifirl＊ま 33。56.2’N, 137。47.4’E 33°25 .3’N, 138°18‘B’E 

GiltrJ材、 33°24.8’N, 137°3.2’E 32°54. 0’N, 137°34.6’E 

日調lj線 33°14 .1’N, 136°38.5’E 32°32 .4’N, 136°53.1’E 

I il!iJ線 33°7.8’N, 136°0 .1’E 32°29. 2’N, 136°15.1’E 

A iHrJ＊泉は，伊豆半島門脇I奇j1f1大陸斜面から相模トラフを横切り，三崎j毎五：を経て三浦半島城が島j中までのS

W-NE方向の約40kmのillリ線で、ある. B i射線は駿河トラフ南部を， Ci!¥lj線は南海トラフ北端部を横切るほぼ東西

かれす

のittrl線で，長さはそれぞれ約125km，約lOOkmてがある. BillrJ線て、は御前崎海淵lを横断し， Cillリ線では金diノ瀬を

横断し，天竜海底谷までい達している. D iR付加ま，南海トラフを横切り，南東に銭洲i毎夜｛，北西に金洲ノi頼の斜

頭途中までを含む長さ35kmのittrJ線である. E, Fil!IJ線も南海トラフを横切る mrJ線で，南東側では銭討!Ii毎嶺を横
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断し，北西jHIJでは ridgeand trough zoneの地形自己亨ljと直交している．長さはいずれも約75kmて府ある. G, H, 

I rn1J線は熊野灘i中に位置し，四国海盆から南海トラフを横切り，熊野トラフの外！日IJ海嶺付近までの ridgeand 

trough zoneを含む日本列島¥RIJ斜面 F部まで達する，それぞれ約75kmのお1］線て“ある。

(3）海上作業の方法

海上作業は， A～Cm似患が1980年 9月に， D～ IiRIJ線、が1978lf-1～ 2月に実施した．使用した調査船及び主

な調査機器は次のとおりである。

調査船 開j羊丸（990.82トン）

インテグレイテッドサテライト航法装置， NNSS，ロラン C, ドップラソナー

音波探査装置

発音吉Ii ・エアガン調和国己列発音装置（BOLT社）

吐出容量 34.2リットル（ A-C測線）， 32.8 IJソトル（ D-I測線）

i吐出圧力 140kg/cm2 

受波音II ・ストリーマーケーブル（SEC社）

・自動ケーブル深度調室長音寺（SEC社）

計ill!］装置 DFS V型ティジタル探鉱機（TI社）

また，音波探査のi!¥11定諸i元は次のとおりである。

48チャンネル，長さ2,400m，受波器間隔50m

発音点深夜 海凶j下8～ IOm 受音点j采！支 j毎i爾下15m 発音二点間隔 50m 

受音点間隔 50m サンプル陪JI：商 4ミリ秒 iRI］定記録時間長 11秒、

録育方式 磁気テープ（1600BPI)

deconvolu七iontest 

velocity analysis 

deconvolu七iontes七

七racebalancing 

datum correction 
24 fold stack sec七ion

velocity analysis 

｛
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資料処理の方法(4) 

海上作業で得られたデータの処理は，複合電子計算機装置，総合調1）位処理システムのソフトウェア及び音波

発音点図及ひt音波探査記録断面図を作成した．音波探査資料の探査資料処理ソフトウェアノぐッケージで行い，

タイム7 イグレーショ処理手順は，第 2図に示すフローチャートに従って行い，各測線ごとに，重合断面図，

ン断面図，深度並行福岡の 3種類の断面図を作成した．共通反射点重合数は24，共通反射点間隔は25mとし，速

度解析は，定速度走査（CVSCAN）法または走速度重合（CVSTACK）法により行い，速度解析間隔は， A

D-I j別線で2.5kmごととした．一C抑l線で3kmごと，

4.調査結果

作成された音波探査断而図のうち，最終的なものである深度断面図を第 3-A～ I図に，これらの解釈図を第

4-A-I図に示す．この深度断面図から次のようなことが分かった．

4-A図）A 測線（第 3 A図，）
 

1
 

（
 

伊豆半島i測の基盤反射雨が，北東へ約10度の傾斜角で記録され，相模トラフ下を通り三崎海丘Ail!IJ線では，

下まで追跡できる 0 ifll）線の南西端の伊豆半島!QI）斜面では，この基盤反射函は露出しているかあるいは薄層に覆

われている．相模トラフ下の基盤反射函は， iiば一様に北東方向に傾斜している．

相僕トラフを埋める堆積層は厚〈，最も厚い三崎海丘に接する付近で4,000m以上の層！享を有している。トラ

NE 

＂~;:c~;cc:-i:＂＇：；；：＂一--2宍長つ。「ミ： γ ミテミJて三三一三三：4二七二ごご一一 二J 、ミf ！ 
ミ三三大字三；三三三三三二一二 一一 I 

d 「二三ー＼一三、二二三一ζ ュヲ～了J i 

LINE A I 
－一一一一一一一一一一_J10KM

フ底の:lt主積層は，音響的層理の連続のよい上位層と，音響的には透明で庖理の連続のよくない下位層と，大き

トラフの北東側にのみf断言しており，北東端の三崎j毎丘麓下で極端に厚くなってい〈二分できる．下位層は，

SW 

」

5KM 

Line drawings of the migrated depth sections, Lin巴A-IFigure 4 
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る。上位層は，下位層に比べればほぼ等層厚に堆偵している。上位層を詳細にみると，最大層厚位置は上位ほ

ど南西に移動していることが分かる（ 5 . (3）参照）．また，上位層はゆるく下方にたわみ，現在のトラフ最1楽部

よりが-J3km南西側にたわみの中心がある．

三崎海丘下は，音響的層理の乱された地層からなる． トラフ底の堆積層の音響的層珪は，三崎j毎丘構成層に

アパットしているようにみえるが，その一部は， トラフと三崎j毎五：の境界より三崎海丘fHIJに連続しているよう

にもみえる．

三崎J毎1王の北東にある小問地には，北京に傾く堆積層がある．この堆摂層［土厚き約1,OOOmで，下位：層l土三崎

海上E寄りで，上位層l土三浦半島寄りで最も厚＜ ' :t肘責の中心、の北東方向への移動が認められる．これは，小凹

地I仕積層のI削責期に三崎海丘の！；を起と北東への傾動が起こったことを示唆している．

(2) B；射線（第 3 8図， 4 B図）

B iW1¥Jitてt，伊豆海l拘！の基繋が！）並河トラフの東紋から商へ約231支の急傾斜で記録され， トラフの東縁からk!J

8 km ITS方の御前崎fill]斜雨下まで連続し， Ail¥IJ線でみた相撲トラフとは，東西逆の構造を示している．基盤｛土，

f'lt'J.1毎脚最高音IIで露出し，そのJlUmJでは，（iLr平均な海底に平行するように，やや起伏を持ちながら，厚き300

～700rnの堆償層のドに続いている．石廊海底谷付近は，伊豆東方線が位置するところであるが，駿河トラフで

みられるような沈み込みを示す構造は認められない．伊豆海開lの駿河トラフにI討する斜面には，水深1,OOOm付

近に綬傾斜面があり，音響基盤の上に！享いところで約300rnの斜隠と同方向に傾〈堆積層が夜っている．音響

基探は，妓河トラフで傾斜をI曽大し， i前l前埼fttlj,)Oヰ11!1の海底下約 5kmまで連続している．

駁河トラフ底には，厚き品切OOrnの水平な音響的層耳I[の連続のよい:tit積層が認められ，妓河トラフに沿って

北から供給された新しい堆積層と考えられる． トラフ！亙水平I問責層と伊11.if，庁関lの ~i予去の問には，音響的に透明

な層があり，！替理の連続は余りよくないが，間！Illが認められる．

トラフのすぐ西Hillの御前埼fill］斜面下部は，明瞭な間!Ill構i去を持つ層からなり，背:f.H.dlが地形的な高まりとな

っている．この背卒、｜の東翼とトラフ下の透明層との［Mlには，国にi頃〈断層がある（第 4 B医！のF①）．断層の

両fl!IJに，音響的層相の似た反射面の束があり，断層を境に商fill]が上｝］に位置するので，この断層は逆断層と考

えられる．御前埼側斜雨は階段状の地形が顕著で，これを構成する地層は，反射面のii続がよくない．その中

で，西側の地層が東側の.lt!l層の上にのりあげて，ステソブとなっているところがあり（第 4司 8閃のF②），断

層而が西に傾く逆断層の変位がステソブを形成していると考えられる. F②より丙jtt!J斜面にも小きな階段状地

形があるが，これらも，同様な逆断層の変位によって形成されたと推定できる．

御前崎j毎脚l土大陸棚域で，音響的に不透明で海民下の構造は不明瞭である．その中に，西に傾く反対面が途

切れるところがあり，断層が推定される（ffi4 B図のF③）．

御前崎海開！大陸棚の凶は，大波斜面 1－.音｜；を1黄切っている．天竜海底谷の浅い支谷があるが，全体に地形は平

i骨で商に漸深している．ここには，ゆるい間fillを受けた厚いJ!k積層が記録され，その下の慕盤は識別jできない

この堆積層は厚いところで2,500m以上にも達し，大きな堆積盆地を形成している．地層の反射而の連続はか

なりよいが， i討f語i1主であっても古響的透明層と反射[Iiiの顕著な層が水平的に隊合っている．これは，地Jf；から

みて， I断責盆地への堆積物の供給が， i!!IJ線と直交する }jffi］からあったためと与えられる。

(3) C, D 測線（第 3 C, D凶；第 4-C, D図）

c iillJ＃泉てがは，銭洲j似品の音響i的築設が南海トラフから金iltlノj将来i刻字↓i蕗下まで追跡きれ，その傾斜角は約7

度である．ぷこ捻反射苅［土，銭iJll海慌の麓斜面とほぼ同傾斜でトラフ！久の下に入 I), トラフ西端から凶へ約 8km 

まで続く． トラフ付近では起fえはなくイJHニ傾いているが， トラフ i'Li~IMHifJ:iいら金問｜ノ泊料稲 Fにかけてやや



MULTI-CHANNEL SEISMIC SUR VEY IN THE NANKA! TROUGH 13 

起伏がある .Di射線でも同様に，銭洲海織の基盤が南海トラフから金討H ノ i頼斜面下に記録されている．銭b~li毎

領斜面の傾斜とほぼ同傾斜の約14度でトラフ flこ統〈基盤反射面は， トラフ中央部で緩傾斜となり，起伏を持

ちつつトラフ西端から約 8km金洲ノ瀬斜面下へ続いている．

トラフ底には， C, D 淑1）線ともに，銭討tl1毎嶺 f~lj に薄〈，金ijjj ノ瀬fRlj に！享い模状を呈する堆積層が認められる．

トラフ底模状堆積f留の層厚は，最も厚い金洲ノ瀬斜面に接するところで， Ci目1）線で約I,900m, D il!IJ線で約1,500

mである． トラフ底堆積層は， C, DiRI）線とも，上位層は音響的層理の述統のよい水平層であり，下位層は音

響的に透明な西に｛頃〈層湿を持つ層である．また，下位層には銭洲j毎嶺基祭の起伏に平行するゆるい摺ll封が認

められる．

トラフの西側の金治lノ瀬東斜面下部は， C, D i品ijjRlj,j';患とも階段状の地形が顕著である．この斜面下には，不

明瞭ながら西にi頃〈音響的層理が認められる. B iRIH泉の御前崎1別斜面と同様のこの階段状地形は，伺じ成因てい

形成されたものと考えられ，各ステッフqの付け板には，西に傾く逆断層の存在が推定される．

CiRI）線の金ilttノ瀬には，背i'＋構造が認められる．また，その西側斜面iにある堆積層は，下位層から上位層に

堆積中心が順次回へ移動し，また，音響的層君！の西への傾きも下位ほど大きい．これらの事実は，金i!!Iノi頼が

相対的にl漆起していることを示している．これは，金洲ノ瀬が， Ajl{lj線の三崎海丘と，東西逆ながら，地殻運

動からみると同様の形態を示し，その形成メカニズムも類似、していると考えられる．

Cil!IJ線の金洲ノj頼のj!§fftljl!'l.l也より更に西fllljには，ゆるい起伏の地形が続き， i!ll）線の西端付近には，天竜海底

谷がみられる．このゆるい起伏地形下には，音響的層理の連続のよいI樹立層と音響的基盤が認められる．堆積

層は，天竜海底谷付近の最も厚いところで約1,800mの！享さがあり，ゆるい摺tillを受けている．この堆積層は，

I也形からみて， Bi即j線の御前t奇海脚羽方のI伎積層と一連のものであり， Ci射線は堆積盆I也の周縁を横切ってい

るものと考えられる．天竜海底谷は， I也形的な問地となっており， 3kmと脳広い谷底を持っている．谷底には

背斜執が｛立造し，ここに露出する音響的透明層は，海底谷の両fRIJにある一段高い平お地下の堆積層の中・下位

層に相当するという特奥な構造をしている。

C測線の西端から東へ12-23kmの問に，海底から深さ 300m付近に，海底面と平行する強い反射函が存在す

る。これは，メタンガスを主成分とするガス分子が氷の分子格子の問にはいりこんだガスハイドレート層の下

i浪を示す反射雨（Kvenvoldenand McMenamin, 1980）と考えられる．同様の反射匝iは， Cil!IJ線の西線から48

～ 60km付近にも認められる．

(4) E, Fill!］線（第 3-E, F図； 4-E, F図）

E, FiRIJ線では，銭rllli毎儲北西斜面に迷続する反射面が， B～D測線と同様，南海トラフ下に斜めに記録さ

れている. E, F測線とも，この反射函は，銭討II海嶺下部斜面とほぼ同傾斜でトラフ下に続き， トラフ中央部

で連続が不明瞭となるものの，傾斜がゆるくなり， トラフ北西部で起伏を示しつつ続いている。この反射面は，

B-Dillll線て“みた伊豆海開Iまたは銭詩H海嶺の基盤反射函と一連のものと考えられる．しかし， E, F出lj線では，

この反射函の下にこれと平行する音響的層理が認められ，特に， トラフ南東部で顕著である． トラフ中央部に

は，この銭泌Ii毎儲から続く反射国の Fにこれとほぼ平行する強い反射面が記録されている．この下方の反射面

は， FiWJ線でとりわけ顕著である．この下方の反射面は， G～ Iillll＃泉の海洋基盤に相当する反射函に続くと考

えられる．これは， GjRlj~宗と Fm1J＃泉との間の南海トラフ剥iに沿う 7ルチチャンネル反射法音波探査断面（石油

資源開発株式会社の未公表資料）を利用させて頂いて対比したものである．

南海トラフ底には， Eil!IJ線で2,500m, Fillll線て＇3,OOOmに達する南東に五干し北西に厚い模tk.l断言！習が認め

られる. Eillリ線の模状堆積層は，連続のよい音響的層域！の明i僚な層からなり， トラフの北西では，顕著なゆる
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いrM曲を受けている．その背斜紬は， i也形的にもわずかな盛り上りとなり，銭討ti海嶺斜面から続く反射函も盛

り上っている．また， Emu線！の模状堆積層は，上下2層に区分でき，銭i剤j毎績rnuでは，下位層は銭討Hi毎嶺斜面

から続く反射面に，上位層は下位層の堆積］真面に，それぞれアパットして堆積している．上位層はほぼ水平に

堆積しているが，下位層は北西に傾いている. Fm1J線の模状堆積層は，音響的層湿の連続のよい一連の堆積層

トラフの中央付近には，小さな変である．この堆積層の特徴は，小さな変位・変形を受けていることにある

また，これよりやや北東側には，小さな断層や摺曲が認められる．いずれも，水｛立の逆断層群（第5図）が，

平庄縮による変位・変形と考えられる．

トラフの陸側（北西側）斜面は起伏ある地形で，その下は，音響的層理は極めて不鮮明で，E, FiRIJ＊泉とも，

大きな変形を受けたものと考えられる．斜面の脚部に接するトラフ下にも，斜面下と同じように音響的層湿の

不鮮明な層が続いている．斜面の途中には，わずかに識別できる音響的層理の食い違いから逆断層が推定され

るところがあり， G～ Im1J線でみられる逆断層と同じく水平圧縮により形成されたものと恩われる．

Fiftil線の北西端から約IOkmまでには， C測線でみられたのとおj様のカゅスハイドレート層の下線と考えられる
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(5) G, H, I iftiJ線（第 3 G, H, I図； 4 G, H, I図）

I 測線て、は，西区Ii毎食から南海トラフ下に連続のよ L、強い反射函が認められる．この強い反射函は，村内

(1975）の回関海盆の屈折波探査データと対比すると，海洋基盤（第2層）の上国と考えられ， G, H i則線で

も採めて顕著である．この反対面は， l塗1則斜面下に起伏を持ちつつ斜めに傾いて連続している．起伏をならし

た平均の傾きは 3～ 5度で， i濠1則斜頭脚部から北西あるいは北北西にGrn11線で約30km, H測線で約25km, I 抑l

線てい約20km追跡てゆきる．

凶国j毎盆では，海洋基繋と考えられる反射面の上lこ1000-1 500mの基盤を平行に覆う堆積層がのっている．

この堆積層は三層構造をしており，上部と下部に音響的透明騒があり，その問に音響的層湿の密な不透明！習が

はさまっている．この堆積層は，海洋基盤の上に堆積した遠洋性または半遠洋性堆積層と考えられる．

南海トラフでは，音響基盤と平行に｛頃いた四国海盆堆積層の上に，海fRIJに薄〈陵fRIJに厚い摂状堆積層が埋め

ている. G, H, I iRIJ線の模状堆積層は， i盗jHIJ斜面脚部で最も厚しそれぞれ約1,OOOm, 1, 300m, 1, 300mの

厚さがあり，音響的層理の連続のよい堆積層である. G iRIJ＊患の模状堆積層は，全体にゆるい湾曲を受けている

が， H, I itl!J線て酬は，ほほ水平に堆積している．

トラフの陸！日lj斜商は，いずれの測線も音響的層理が乱れており，大きな変位・変形を受けたと考えられるが，

E, F j時j線を比べると，音響的層理の残る部分が塊状となってところどころに認められる. G, I j田'lk患の陸1WJ

斜面胸部には，記録ノぐターンから明らかに断層極が北西にi頃〈逆断層が認められ， G測線の逆断層は約8度と

低角のI断層面を持っている. G, I測線のl塗jRIJ斜面脚部逆断層は，いずれも， トラフ底堆積層がj建mu斜面の下

に入り込んでいる，または，陸側斜面梼成層がトラフ底堆積層の上にのりあげていることが分かる．更に， I 

iWJ線では，陸fftlj斜面構成層がm陶を受けて，この断層の変｛立とともに地形的な高まりを形成していることが，

音響的層現のたわみ方から読みとれる．一方，陸側斜面の中腹にも，音響的層理のずれから幾つかの断層面

が陵i別に傾〈逆断層が識別でき， i注側斜面の高まりと問地の交互する地形は，逆断層によると， r?cHllJによって

形成されたものと考えられる．これらの変位・変形は水平庄紡応力によるものであり，南海トラフにおける海

洋基盤の沈み込みを裏付ける構造といえる．これと伺様の構造は，南海トラフ西部の四国i中のマルチチャンネ

ル反射法音波探交記録（玉野’ほか， 1981; Nasu et al., 1982）にも明瞭に認めることができる．

G, Hiltリ線では， トラフの海mに，海洋慕繋反射面を切る南南東落ちの断層が認められる．変位は， Gilli)線

で約3,000m, H iM線て、約600mであり，断層のトラフtmJは地形的な高まりとなっている. G, Hitlll線は約70km

離れているが，この断層は， トラフの海fftljに位置することや落ちの方向が同じであることから，一連のものと

考えられる．

5.考察

(I) 衛海・駿河トラフにおけるフィリピン海プレートの沈み込み

B～ I調1）線で，音響的基盤の反射面が， トラフ底から陸側斜面下に追跡された．これは，フィリピン海フ。レ

ートが，南海トラフ東部及び駿河トラフにおいて，アジアプレートの下に沈み込んでいることを，端的に示す

ものと考えられる. B～ I jRlj線の深度断面閉から作成した音響基盤の等深度線図を第6図に示す. G-I浪1）線

の海洋基盤（第 2層）は，北北西方向に 3～ 51支の傾斜角で沈み込んでおり，起伏もかなりあることが分かる．

E, Fj111J線付近て、は北西方向に 5～101支て＂， B-Dil!IJ線付近の駿河トラフでは西北西方向に 7～23度で沈み込

んでいる．基重量反射函の最大傾斜方向l;l:, トラフの軸の方向にほぼ直交し，その角度は，潮岬れI＇から緩河湾方

向へ向うに従い急、傾斜となっている．ただし， B～ Dill付阜の基盤反射lml土，伊豆海脚または銭討tt海嶺の基盤反
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(2) 陸側斜菌の構造

トラフの陸m斜面は，いずれの測線て引も大きな変位・変形を受けた音響的層理の不明瞭な地層からなる．こ

こには，水平圧縮応力の卓越した逆断層や宿泊憐造が認められる. G, I iMlJ線の陸m11斜面脚部て、分かるように，

この地層は，逆断層をはさんでトラフ底の模状堆積層にのりあげており， トラフ底捜状3倒産層の変形したもの

と考えることができる. I iRI］線の陸fRIJ斜頭胸部のi2断層が，最もよくこのことを裏付けている．また， Ei即j線

のトラフ内の北西寄りにある背斜構造は，地形もわずかに盛り上げ， i割問斜面にある高まりに成長する直前の

ものと考えられる．

こうしてみると， トラフの陸側斜面は，いわゆる付加プリズム（ノj、林及び佐藤， 1979）と呼ばれる瓦状っき

上げ構造の典型的なものといえる. E-I混I］線の起伏の激しい陸側斜面は，この付加プリズムと考えられ， B

-DiRIJ;j¥最の陵｛問斜立証基部の階段状地形もその可能性がある．付加プリズムは， G-Ij自ll*J刺寸近のように， 20-

30kmの憾の起伏地形を形成する形態と， B-DjR1］線付近のように階段状地形を形成する形態との2種類がある

ことになる．この差異は， i尤み込む音響基盤の角度とi海洋プレートの進行方向，そして陵側斜面の原地形に規

制されて生じたものと考えられる．

南海トラフの陵m~斜面には， ridge and trough zoneの内側に位置するひときわ高い外！日I］海績があり，熊野ト

ラフの外縁の高まりとなっている．茂木 (1975）は，この外tm毎備は，第 I，第2天竜海丘を通って，御前崎

海脚に続く隆起帯であるとした．今回の調査では，この外側海績をB, C 測線て、横切っている．その地下構造

は不明瞭であるが，この外!filj海右翼はトラフ輸にほぼ平行で，斜面下部の小さな ridgeと地形が類似しているこ

とから，付加プリズムの成長したもの，あるいは，押し込みによって隆起したものと推定できそうである．外

1限海嶺は， Seely(l979）の言う structuralhighに相当し，熊野トラフの堆積盆地は， forarc basinに当ろう．

Billi！＊泉の御前崎海脚の西方に認められた堆積盆地もこの forarcbasinであり，水平方向の圧縮と海底谷の侵食

により，やや起伏のある地形をしているものと忽われる．この賂題については，本誌の桜井及び佐藤（1983)

が詳しく述べている．

(3）付加プリズムの瓦状積み重ね構造の形成過程

付加プリズムは，プレートの沈み込み運動に伴う水平圧縮応力により， j毎語専底堆積物などの表層部が，瓦を

積み重ねたような構造を形成するものである．一枚一枚の瓦の内部は強い変形を受け，瓦と瓦の問は， i塗i則に

傾斜する断層面を持つ逆断層で境される（第7図； Seelyet al., 1974）.今回の音波探査断面図にも，これを

裏付ける構造が，南海トラフの｜塗jRI］斜麗下部に明瞭に認められた．

FACIES ( TIME TRANSGRESSIVE l 

E] SHELF 
じコ SLOPE
l2Zl !REN印
CコABYSSALPLAIN 

Figure 7 Trench margin model: facies patt巴rns(S巴巴lyet al., 1974). 
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ここで，この瓦状積み重ね構造の形成過程について，一つの考え方を示そう．海洋基盤は，陸fWJ斜面下に沈

み込む保持1し曲げられ，海洋基盤表面には，水平｛中張力がかかり（第8図a），断裂一一五断層一一←が生ずる．

この断裂は，海洋基盤を覆う海洋底1断書物とその上の海溝底模状堆積層に影響を与える．この影響は，はじめ，

下位の海洋底堆績では主に断裂が，上位の模状堆積層では地層が切れるまでに到jらず，たわむ程度であろう（第

8図b），海洋基盤の沈み込みの進行に｛半い，海溝底捜状堆積層などの表層部は，陸WIJ.l也成に押しつけられ水平

庄総力がかかる．表層のたわみ一一摺i歯 は変形を増し，ついには，海底扇まで透する断裂一一逆断層ーー

が生じ，陸I悶に盛り上がる地塊が形成される（第8図c）.この地塊が，両muを逆断層で区切られた一枚の瓦と

なる. l尤み込みの継続により，水平圧縮カの解消は，逆断層と筒砲によってなされ，瓦は）I頃に積み重なってい

しこの考え方は，瓦状I也塊の形成のきっかけを， i海洋基盤の張力による断裂に求めた考え方である．

Trench句 fillsediment 

Undulated 

Normal fault caused by bending 
of the oceanic basement 

Advanced deformed ridge 

ti 

b 

Figure 8 Built up process model of accretionary prism. 

南海トラフの断面図（第3図）では，海洋基盤の起伏がトラフのi塗側斜面下で顕著となっていることや， I 

ィiRIJ＃裁の陸側斜面脚部の様造がこの考え方を裏付けるものである． I i!¥IJr,¥'tの南海トラフとi塗側斜面の境界付近を

詳細にみることにしよう（第 9図）.I塗WIJ斜面胸部の最も新しい付加 1)y ジl.:l:，音響的層理を読みとることがで

き， リッジには背斜軸が，斜面脚部逆断層のトラフWIJには向斜軸がみられる．はじめに摺曲でtl白げられた模状
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LINE I 

5 

5KM 

〆／｝ー 7 

Figure 9 Enlarged migrated depth s巴ctionof the landward slope foot along Line I (above), 

and its line drawing (b巴low）目

堆積層が，その後逆断層により4切れたと考えられる．第9図の海洋基盤にも起伏があるが，これは，模状堆積

層を変形させた逆断層によるものとは考えにくし沈み込みに｛半う曲げによる正断層によって生じたものと推

定される．第 9図で， トラフ！RIJの凶国海盆f肘童層を切る 2本の断層はiE断層のようであり，海洋基盤の変｛立が

i直接反映したも，のと考えられる．なお， Gilli］線のトラフ底模状堆積層のゆるい間出は，海洋基盤の起伏と調和

的であり，第8図bの段階と推定される（第 3-G及び第 4 G図）．

(4) 相模トラフ底堆積層の構造

棺模トラフを横切るA測線では， トラフ底に厚い堆積層が認められた．この准積層は， 南海トラフ！去の堆積

層が， J毎]Ml］に薄〈，陸rn~ に厚い喫状をしているのに対し，若干異る堆積状況をしている．第10図に， Aiftil線の

単純化した断面j[2]と｝ラフ底堆積層の！畜厚分布を示した．この図は，最下位層の第1層が，三!ff奇j毎丘に向けて

厚さを協端に増し模状となっているのに対し．第 2層より上位！留は，層厚変化は余りないものの，最大層厚部

が， i徐々に北東から南西に移動していることを示している．これは，第2層堆積期ごろまでは，南海トラフの

ように沈み込んでおり， トラフ底堆積層も基盤の｛頃き下がりに対応し模状を呈していたが，それ以後は，沈み

込まず，基数の｛頃きでがりがなくなることにより， トラフ底堆積層はほぼ等層！享に堆積したことを示すものと
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SW NE 0KM 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

5 KM 7 
LINE A 

5 

E ニ二・・・・：：：・・・・：：：：：：：：：：：：：：・・・・：： 4 

Figure 10 Simplified line drawing of the trough-fill lay巴rsin th巴 SagamiTrough, along Lin巴 A

(above), and thickness distribution of trough-fill layers (below). 

考えられる．これは，相模湾内では，フィリピン海フqレ トがユ ラシアプレート下から，現在は妓け出して

いるという考え（中村及び鳥崎， 1981）と矛盾しない．

(5) 南海トラフ底の模状土佐積層

南海トラフ底には，模状堆積層がC-Iのどの淵lj線でも普遍的に認められた．深度断面図では，この模状堆

積層が詳細に読みとれるので，地形との関係とともに考察する．

トラフ底の地形を第1図の地底地形図でみると， トラフ底の中に狭い溝が認められる．この溝は，わずかに

蛇行しながら，南西あるいは西南西に向けて追跡、できる．顕著な議は， F, G測線、が横切る付近にある．しか

し，この議はトラフの全域にあるわけではなし トラフ底全体が平滑なところもある．この2つの部分は，い

わば，谷川の「瀬」と「淵」の関係に似ている. F, G jR1J線付近は「i頼」， C, D, I iftll線付近は「淵」に当た

る．第11図にトラフの地形断函図を示した．この付近の南海トラフは南西に向うほど深くなっており，第11図

Bの点線で示した濃の存在する部分，すなわち「瀬」は， トラフ底がやや急、傾斜になっているところに対応し，

「淵」は緩傾斜の部分に対応していることが分かる．

トラフ底の襖状堆積層は，天竜海底谷や駿河トラフなどを運搬経路とした控i原性タービ夕、イトであり，堆積

物は南西に向けて運搬され，前述の溝はその経路と考えられる．深度断面図からみると，地形上てすま溝を持つ

「瀬」に当たる F, Gifill線では， nl曲や断！留により変位・変形を受けたやや古い模状堆積層が認められる．例

えは， FifiiJ,j¥集の模状堆積層には，変位の小さな多くの逆断層が認められる（第5図）．これに対し，「淵」にあ

たる C, D, I il¥IJ線の模状堆積層は，ほとんど変位・変形を受けていない新しい水平層である．このことから，

「j胤」の部分は，現在タービダイトのI問責が進行している場所で，「j頼」の部分は，タービダイトの堆積が一時休

止している場所と考えられる．

E, HiRリ線の模状滋積層は，上下 2J習に区分でき，上位層は北西に傾斜した下位層に対しアハットして堆積

している. 2層間にある堆積間隔は，その期間， トラフ底が「i頼」であったことを意味するのかも知れない．
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A 
ε
0
0
0円

u 
白・－

U』
冨L

... 

Z』

。

ヨE
由

Profiles of the eastern Nankai Trough. A: Longitudinal profile along the axis 

of the Trough, C 1 show the cross points of the seismic lines, B: Cross sections 

at every 10 km, dotted lines show the small channels in the Trough. 

11 Figure 

速度構造(6) 

デ タ処理の途中．重合を行う前とマイクレーンョンの前に，地層内の音波｛云搬速度の解析を行っている．

その結果，各地層内のPJ皮速度をまとめると次のとおりである．

トラフ底堆積層は， 1.8-3. Okm/secで，表層から下音i；に戸jい速度を増す．ただし， AiHll~泉の相模トラフの下

トラフ底3佐療層とほほ同じ位留では， 3.Okm/secを越えている．四国j毎盆堆憤！肩は， 1.6～2.9km/secであり，

トラフ底付近で模状堆積層に覆われたところでは， 2. 2-3 . 2km/ secと速い．陸相lj斜i扇変形層l土，速度を示す．

明瞭な反射函が少ないため，詳細な構造はつかめないが，表層で約 2km/secて三音響基盤に近づく付近で約4

km/secに達する．四lJTI海盆のiilti芋基錠は，その上面反射回以下にはほとんど反射函がなし速度は求められな

かった．ただ， Hii¥!］線の南端から15km付近に深い反射函があり，これでがiJt析する限りでは 4～ 6km/secとなる．

まとめ6. 

水路音i；は，フィリピン海・fレート北端部に位置する南海，！5支；rrr，相絞トラフを横切る 9本のilll］線において， 7

ルチチャンネル反射法音波探査を， 1980年から1981年にかけて実施した．海上作業は，石油資源開発株式会社の

開i芋丸により実施され，：／！｝られたデータは，電 h＼十算機によりデコンボリュ ション， j定度解析，共通反射点重
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合，タイムマイグレーション等の処理を行い，音波探査断面図を作成した．その結果，次のようなことがわかっ

fこ

(1) 音波探査断面図には，フィリピン海プレートの海洋基主主あるいは伊豆半島や銭~!Iii毎績の基盤が， トラフ

からユーラシアプレート側斜面下に斜めに傾き下がっている様子が描き出され，プレートの沈み込みを示すも

のと与えられる．南海・駿i可トラフでの基殺の傾斜角は，紀伊半島沖でゆるく北京の駿河湾寄りほど急になっ

ている．また，基盤の最大傾斜方向は， トラフに直交するように北北西から北西，西北西方向に変化している．

(2) 南海・駁河トラフのi回目lj斜面下部には，水平圧縮応力による逆断層や間i泊が認められ， トラフ底模状堆

僚層の変形した付加プリズムが形成されている．

(3) 南海トラフ底堆積層は模状を呈し，水平層理が認められるが，場所により，水平圧縮応力によるゆるい

間耐や逆断層も認められた．相模トラフ底では，下位に模；伏，上位にほぼ等層！亭の堆積層が認められた．

(4) G, H測線には，四国海盆rnuに海洋装幾を切る南落ちの断層が認められ，断層のトラフrnuは高まりとな

っている。

(5）陵i則斜面の一部に，ガスハイドレート層の下限反射而と考えられる海底に平行な強い反射面が認められ

た．

本稿をまとめるに当たり，調査の推進に尽力された科学校術庁研究調主主局，海上作業，資料処理を担当した石

油資源開発株式会社のス夕、ソフ，海上作業の店主督にあたった水路音lli!llJ量謀 鈴木進氏，南海，相撲トラフの変動

地形地質構造調査を担当し有意義な意見をいただいた同謀本［HJ憲治氏，第三管区海上保安本音II 桂忠彦氏，また，

海上作業にこ’協力いただいた神奈川・静岡両娠の県水産部，漁業関係者，そして，関係保安部の方々に，厚〈感

謝する．
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